
砂量標による計測値の発表（砂防事業効果の指標として）と、 

その後の社会変化 
NPO 法人  砂防広報センター   杉本良作 

 

１．まえがき 

 砂量標に関する資料収集が停滞している時に、砂防

図書館より、図書館で近々に収集した書籍の中に砂量

標に関した記述がみつかったとの、知らせを受ける。 

 岡山県経済部が昭和 11 年 3 月に発行した「岡山県 

砂防誌」の第七編「砂防の効果 第一章 土砂流出の

減少」に詳細に砂量標の記録が記載されていました。

この記録により、先の愛知県に続き、岡山県でも砂量

標による計測値が具体的に確認でき、直轄と補助事業

の両方で確かに砂量標が過去に具体的に存在し、その

当時の砂防事業の効果測定の「一ツ」の指標であった

と確定することが出来たと確信しても良いと考えるに

至る。 

 

２．岡山県における砂量標の概要 

 この新たに確認できた「岡山県砂防誌」の以前に、

岡山県に関しては「砂防 第五号（昭和四年五月）」山

本徳三郎の「砂防荒廃復舊事業の効果」の中で、その

概要が記述されていたが、今回でその具体的な内容を

確認することが出来たと考える。 

 ○ 明治四十二年度から砂量標柱の建設が始まり、最後

は昭和八年五月での砂量標流失が記録の終わりとな

っている。 

 

○ 設置場所は高梁川を中心に六河川で、砂量標の設

置は、四十六個所となっている。 

○ 計測内容は標抗位置、砂量設置ノ時期、砂量標設

置後川床ノ埋没降起、同上浸蝕低下となっている。 

● 設置時期 

  明治四十二年度に砂量標柱の建設をスタートして、

明治四十四年、大正三年及び同十五年に其の数が増

加されている。 

● 測定の間隔と目的 

・各月毎に砂層の高低を測定 

・砂量増減の趨勢を知る料に供するものとして、 

傾向を４段階に分類している。 

第１種 ・上流の砂量を減少するもの。 

 ・中流又は下流に於いて、砂量の傾きある 

もの。 

第２種  ・上流から下流まで砂量減少の傾きある 

       もの。       

第３種 ・砂量の増減不規則なるもの。 

第４種 ・上流に於いても砂量増加の傾きあるの。 

具体的な表現として砂量標は、上流から下流までの

砂防効果を現せるもので、砂防事業においては川床の

低下は一部局に於いて小利害の衝突があっても、大局

から見れば、治水上は勿論、耕地生産力の増加、其の

他に、利益をもたらし、県民の福利を増進すると結ん

でいる。 
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３．岡山・愛知・富山・滋賀 測定時期等の比較 

 

  測定期間 カ所数 測定項目 

岡山 
明治４２年～ 

46 川床変動 
昭和８年 

愛知 
明治３６年～ 

58 川床変動 
明治３８年 

富山 
明治３６年～ 

4 川床変動 
(測定期間を未確認) 

滋賀 
明治１２年～１６年 5 川床変動 

大正１０年～ (７年間) 7 山腹侵食 

     (注)上記は確認済の期間 

 

４．砂量標が姿を消した項の環境変化 

 （他事業の測量技術の進歩） 

 砂防協会発行の第五十三号 (昭和十二年五月)に、 

河川の縦横断測量の提唱がなされている。 

 その主論のポイントは、「地形を測るために、陸軍で

は三角測量を行い、各点の高低、位置を測定図示して

いる。内務省でも、水準標を重要道路に建て高低の基

準としている等と述べられ、是等の点を表示するのに、

多くの石標を地上に建ていると記述している。而して

これらの点を基準として、其の附近の地点の関係を 

観察しているのである」と述べられ、残念なことには、

標柱は建設者を異にする毎に各々独立して、其の連絡 

を欠くことと、全国に亘って散在はしているが、其の

数極めて少なくして、其の点を利用せんとしても、実

際に於いては殆ど能はざることであると論じ、更に水

面との関係は全くないのであるのは、惜しいものだと

論じ、 

 

 (一) 川の上流から海まで縦断測量をして、測点に 

石標を建てる。是等の点は陸軍の三角点に連絡

する。 

 (二) 右点の内必要なる所には量水装置をする。其の 

点と河水との関係を明らかにする。 

 (三) 横断をとる。 

 (四) 而して其の附近に実施する各種の事業は、法律 

を以て凡て其の点との関係を明らかにする。 

 

 以上の如くすると、地点を流るる水は、如何なる区

域を如何なる模様にて流るるかが分明するから、洪水

や早魃を免かるると共に、此が利用に於ても、至極便 

益がある。 

誰にやらすのが最もよいかと言えば、無論治山治水

家が最も適当であると論じ主張している。 

 

 上記の論調からも、昭和 10 年頃から河川区間は、川

床の変化は砂量標による計測から、測量技術の向上も

加わり、河川の縦横断測量へと移行して来た事が推定

出来る。 

 残された記録においても、岡山県では高梁川の支流  

畑野川での昭和８年５月が砂量標による記録の最後と

なっている。また淀川流域においては昭和７年の記録

が最後となっている。 

なお滋賀県田上山の、大正 10 年から、昭和 7 年の記

録は、川床変動測定記録から、山腹侵食の記録測定に

変わっている。 

 

5．まとめ 

砂量標は明治 12 年頃から使われだし、明治の終わり頃

に各地域で使われたと推定出来る。しかし、昭和 8 年

頃には、ほとんど姿を消し、終りは赤木正雄先生の会

話で、砂量標の記録として昭和 34 年の勝沼堰堤視察同

行時の伊藤誠吉氏(注)への先生からの説明が現在のとこ

ろ最後となっている。 

(注)伊藤誠吉（元 山梨県土木部砂防課長） 

      （現 山梨大学水工学研究室協力研究員） 

      （現 ㈱間瀬コンサルタント技術顧問） 

今後も更なる資料の発掘に努めたいと考えている。 
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